
 

会長のつぶやき...  

今日は 暦の9月、10月についてつぶやいてみたいと思います。 

これを書いている今は9月の下旬です。今日は秋晴れ、インターネットで調べてみました。旧暦9月を

長月（ながつき）と呼び、現在では新暦9月の別名としても使われています。長月の由来は『夜長月

（よながつき）』 の略であるとする説が最も有力で、他に『稲刈月（いねかりづき）』 が 『ねかづ

き』 となり、『ながつき』 となった、『稲熟月（いねあがりつき）』 が略されたと言う説があります。『寝

覚月（ねざめつき）』の別名もあります。 

 

 会員便りが皆様に届くのは10月なので、１0月という月についてもちょっと調べてみました。旧暦10

月を『神無月』（かんなづき、かみなしづき）と呼び、新暦10月の別名として用いています。 『かみな

月』、『かんな月』の語源は不明です。 

10月の挨拶に使われる言葉は、秋涼、秋冷、秋晴、秋麗、秋月、秋雨、清秋、錦秋、仲秋、中

秋、爽秋、菊花、紅葉、涼寒、朝寒、初霜、寒露、これを手紙のあいさつ文に使うときには 「－の

候」、「－のみぎり」、「－の折」、と続けて使います。秋涼爽快の候、菊花薫る時節、清涼の秋気身

にしみて、秋色日毎に深まり、秋たけなわの好季節、天高く馬肥ゆる秋、燈火親しむの候などとなりま

す。 

 

 10月の誕生石も調べてみました。 オパール、トルマリンです。 又10月の星座は10月23日頃まで

が 天秤座（てんびんざ）、10月24日頃から 蠍座（さそりざ）です。 日本では10月の誕生花

は 菊、コスモス、ガーベラ、クルクマです。 国によって花の名前にも違いがありますが、上記の花の 

                                                      <つづく> 
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一般的な言葉は 菊（高貴、高潔、高尚）、 コスモス（乙女の真心、調和、謙虚）、 ガーベラ

（希望、常に前進）、 クルクマ（貴女の姿に酔いしれる）となっていました。 

 

 ついでに秋の七草についても調べました。 春の七草と違い、秋の七草に直接何かをする行事は特

別になく、秋の七草はそれを摘んだり、食べたりするのではなく、鑑賞する為のものであり、ゆえに『秋の

七草がゆ』 というものも存在しません。 秋の七草は、 萩（ハギ）、薄（ススキ）、桔梗（ききょ

う）、撫子（ナデシコ）、葛（クズ）、 藤袴（フジバカマ）、女郎花（オミナエシ）です。 

・・・・つぶやきはこのくらいにして、理事会からの報告をいたします。 

 

理事会報告・Klub Japanの将来目標  

 Klub Japan理事会は今年の夏は、丸一ヶ月間、夏休みを取り、理事会運営業務は休み、訪問

援助ボランティアは訪問と訪問の間隔を少し長くして、エネルギーの充電をさせていただきました。9月

に開いた理事会では、Klub Japanの将来目標運営プランについて、話し合いました。 

2013年に立てた2015年までの3年間の Kluｂ Japan の将来運営プランを振り返って見ますと、

そのうちの一部はすでに目標に達しており、他の一部には再検討又は見直しが必要とされるものがあ

り、今後、話し合いを続け、2016年から向う3年間の新しい将来運営目標プランを作成する予定で

す。 

2013年から2015年のプランは、すでに過去の総会およびインフォーメーション会において紹介してい

ますが、総会に出られない方もいるので、今日はここに掲載いたします。（次ページ） 

 

理事会では、60歳代から90歳代の会員の 希望の声 を募集しています。交流の集いのテーマに関

して、第1部の日本の歌の題目への希望。 又、第２部のテーマでは、お話を聞きたい、新しい知

識、知りたいことなどのアイディアがありましたら仰って下さい。 
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これから、団体の活動内容を少しずつ拡げていきたいと考えていますが、活動行事の内容についても、

皆さんの意見、希望を取り入れて実現する方向で考えていきたいと思いますので、何かアイディアがあ

りましたら、いつでもメール又は電話でお知らせ下さい。 

 

“孤独なお年寄りを支援する”団体からの助成金 

 最後に良いお知らせがあります。一週間ほど前に、『Ensomme Gamles Værn』 という 団体の

ファンドから Klub Japanに7000krの援助金がいただけることが知らされました。6月頃に援助金申

請を提出しまして、3ヵ月後に審査があるという返事をもらっていました。             <つづく> 
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9月17日の審議会でそのことが決定したそうで、これはKlub Japan  

が社会奉仕団体として存在し、ボランティア会員が その奉仕活動を 

通して孤独になりやすい高齢者の生活に、新しいネットワークを作り、 

楽しい交流になるように努力していることが認められたと、喜びを感じて 

いる次第です。  

 

最近では会員の中から 意欲的に新しい企画を申し出てくれる方も出てきて、理事会では援助金

の使い道の一つに、こうした新しい活動を応援していくことに使いたいと思います。会員便りの最後

のページに、新しい企画に対するアンケートの依頼を載せてあります。会員の皆様がこの依頼に答

えて、アンケートに記入して、メールで返信して下さいますように、メールのない方は訪問ボランティア

に手渡していただければありがたいと思います。ご協力お願いします。 

  

忘年会と新年会のお知らせは、下記のとおりです。 

 

        忘年会 11月28日（土） Damindara において１２時30分より。 

          詳しいことは、メール又は郵送で11月始めに案内状をお送りします。 

        新年会 2016年 1月30日 開催予定。  

          開催場所は現在交渉中。 

 

 

             今から、カレンダーに この二つの日付に  X印をつけて おいて下さいね。          

                                                  知恵子.P   
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「日本の歌」の企画について： 交流の集い・委員会より 

支援するボランティアと支援を受ける高齢者の方々の間の交流を育むことを目的として「交流の集

い」と言う企画が始まり、この10月には4回目が実施されました。クラブジャパンに集まる皆さんにど

のような企画を提供すれば興味を持って参加いただけるだろうかと理事会で考え、その中の一つに

「皆で日本の歌を歌ったらどうだろうか」と言う案があがり、私個人的にはその準備にこれまで関わら

せていただきました。 

先ずは選曲から始めますが、ご高齢の方が多い参加者の皆様がご存知の歌、懐かしく思う歌を中

心に考慮します。またそれとと同時にやや時代を進めて、60年代、70年代頃に日本で大人気を

得た曲なども含めるようにしました。選曲が大体決まると、協力者が集まり声の高さを調整したり、

歌とギター伴奏の打ち合わせなどをします。幸いにも歌唱力がプロ並みの会員からご協力を得るこ

とが出来、当日の進行が滞りなく出来ています。 

現在伴奏にはギターを使っていますが、将来的にはもう少し楽器演奏を増やせないだろうかという

贅沢な希望もあり、今後に期待したいと思います。もし、素人として何か楽器が出来る方は、是非

お申し出ください。また歌のリクエストがありましたら、躊躇なくご連絡いただきたく思います。 

              彰.O   

理事会の仕事のほかに広報担当を受け持って！ 

Klub Japan の補佐をして3年目に入りましたが、はたしてこの3年でどれぐらいの役に立ったかという

自信はありません、でも私の場合は他の役員の足手まといになら無いようにと気を使ってはいました。 

私が受け持ったのは理事の仲間である林太郎さんと手分けして日本人関係のレストラン、同じくアジ

ア食材店にチラシを置いてもらう事です。簡単なようでも結構気を使いますね、食材店は常日頃買い

物に行くように心がけ、レストランは何度も食事に行ったところがおもです。         

   <つづく> 
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食事に一度しか行った事のないところもあり、そのレストランではちょうど夏の暑い日で、かき氷をやっ

ていたのでそれを注文して・・・という事もやりました。個人的な事を頼むのではないのでと自分に言

い聞かせてはいても、なかなか勇気がいります（笑） 

はたしてそうして置かせていただいても、はたして訪れた人達がそのチラシに気がついてくれるのか、目

にして手に取ってくれるのかという疑問も湧いてきました。 

 

 一番効果があったのは桜祭りで直接声をかけ、手渡すということだったように思います。そうすれば

少なくとも一応目を通してはもらえます、かと言って直接手渡すような機会はなかなかないですもの

ね。そういえばこんなこともありました：あるレストランの外に中年女性3人立ち話されてあるのを見

かけて、そのレストランに置かせてもらってあるチラシを3枚持ち、手渡して説明したこともあります。 

 

 会員の皆さんが、日本人が多く集まる場所でこういう所がありますという意見を聞けたら、それにそ

ういう場所にチラシを持って行きましょうとか聞けたら嬉しいです。その時は待ち合わせ場所を言って

もらえば私がそこまで行きます。 

                                         民子.R   

にゅうしょきのすとらぐる（？）―Ny書記のstruggle（新米書記の奮闘） 

たくさんの買い物袋をかかえて買い物から戻った私に、だんながこう声をかけた。 

HAR DU もっと IN CAR？（もっと車に運ぶもの乗ってるの？） 

JAと答えた後、ん？ いま何て言った？デンマーク語で始まり、日本語を経て、英語で締めくくり？と 

二人で大笑い。私たちにとっては、かなり日常的な出来事です。 
 

昨年入会したばかりで、会長から理事会で書記をまかされました、エルケア明子です。私には書記の 

才能がありません。 

ある日の理事会。話の途中で、誰かがふりーびり（frivillig）と言った。そんなこと急に言われても、  

<つづく> 
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ボランティア 

僕は今から２年半前、妻の仕事の関係でデンマークにやってきました。当時は、デンマーク語はもちろ

ん英語すらもおぼつかない状態で（デンマーク語は今でもさっぱりですが）、特に知り合いがいる訳で

もなく、怠惰な時間が過ぎていくばかりでした。寒さが大の苦手という事も手伝って、どんどん内側に引

き蘢っていく日々に危機感を抱き、何か外に出て出来る事はないかと探していたところ、Klub Japan

に出会いました。 

 

僕なりにデンマーク社会との繋がりを多少なりとも感じられる唯一の場であり、誰かに必要とされる事で

生まれる喜びの大きさを確認することとなりました。また、Klub Japanの活動を通して知り合った人々

には今でも大変お世話になっており、まさにKlub Japanのお陰で僕のデンマーク生活は豊かになった

といっても過言ではありません。そんなKlub Japanには今後も”恩返し”をしていくべく、微力ながら

Klub Japanの活動に貢献していきたいと思っております。                          

デンマーク語のスペルはどうだったかと突然には分からず、かといって日本語入力しようものなら、当然 

ながらとんでもない漢字に変換される。 ・・・そうか！それなら英語で！では、ボランティアだ。でも、

ティってどうアルファベット入力したらいいんだ？ボランティア(boranthiaと入力)と簡単そうでティ（thi）

がどうしてもチ(ti)になってしまい、こんなこと、どこでも習わなかったと一人落ち込むことしかり。その間 

に、会話はどんどん進み、いつの間にかまったく違う話題へ。何で、そんな話しているんですか、皆さん？     

手書きでメモをとれば、今度は漢字が出てこず、ひらがなばかりの小学校低学年なみのノートに愕然。

（小学生の皆さんごめんなさい。昔は、私も漢字書けたんですよ）。 

それでも、最近５時間半にわたる会議の議事録を仕上げました、もちろん（ほとんど）日本語で！ 

前途多難な新米書記に、どうぞご支援を！                         

明子.E                    

林太郎.W 
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ストックホルム訪問記：「認知症サポーター講座」をストックホルム・シルバー会で開催しました 

 

今年３月末、クラブジャパンの交流の集いの中で「認知症サポーター講座」をデンマークに住む日本人

の方々に向けて開かせていただいたのはまだ記憶に新しいかと思います。コペンハーゲンでの講座に遠

方ストックホルムより参加下さり、北欧でより多くの認知症サポーターを養成する意義に同意してくださっ

たシルバー会の理事・木下さんが地元に帰り、クラブジャパンから講師を出してストックホルムで講座を

開きたいとの要請をしたのが決議されて、正式にご招待いただきました。 

 

日取りは、街に人々が夏休みから戻りはじめ、それでも夏のゆったり感を残した８月最初の土曜日

（８月８日）。当日は素晴らしい天候に恵まれ、申し込んだ会員約３０名のほとんどに出席いただ

きました。「高齢者の食事と健康」という、これもクラブジャパンの交流の集いで一昨年お話しさせていた

だいた講習もシルバー会会員向けに要望をいただいていたので、午前中は高齢者の食事講座、午後

は「認知症サポーター講座」という、昼食（木下さんのおいしい手作り自然食）をはさんで5時間半と

いう強行軍のスケジュールでしたが、楽しい雰囲気の中、あっという間に時間が経ちました。   <つづく> 

※ 写真は、クラブジャパン会員向けに印刷・PDF 配信するという限定条件でシルバー会からお借りしています。

ネット上への転載、会員以外へのメールでの転送

＊経緯＊ 

＊内容と反応＊ 
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講座の中身は、コペンハーゲンでしたものと基本的には同じで、今回もドイツのＤｅ-ｊａｋ友の

会の方々の細やかな配慮により届けられたテキストとスライドに沿って、認知症の原因、症状、対処

などについて、詳しくお話ししてゆきました。、コペンハーゲンでの講座では絶妙のタイミングで体操や

劇を仕切ってくれていた、クラブジャパン理事の渡辺さんが、ストックホルムには同行できなかったた

め、少し講義が単調になってしまうかと心配しましたが、とんでもない。寸劇にほとんどアドリブで参加

して下さったシルバー会の会長さん他の名優ぶりにすっかり笑わされ、また、体験談や質問・議論を

するコーナーでは、ストックホルムで数年来個人的に、高齢になった日本人の知り合い達をストック

ホルム市の職員と協力して支援してこられたという、男性参加者の方を中心に、和やかな中にも非

常に白熱した意見交換が出来、問題の難しさと、だからこその理解者支援者の存在意義を全員

で共有できたところで、講座を締めくくることが出来たと思います。講座直後の記念撮影庁の後に

は、とても多くの参加者の方が一言ずつの挨拶やコメント、質問など持って私のところに来てくれ、サ

ポーター講座の主旨である、一人一人が認知症を理解し、気持ちを開き、自分なりの対処の仕方

を考えるようになる、という所がきちんと伝わったのだという手ごたえを感じたのでした。 

 

今回の企画は、もちろん今や世界的に広がりつつある「認知症サポーターキャラバン」をスウェーデンに伝

播できた、そこにクラブジャパンが組織としてお手伝いで来たという意義がありますが、もう一つ   

＊交流＊ 

<つづく> 
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良かったのは、デンマークの一団体であるクラブジャパンがスェーデンの、似たような志を持つシルバー会の

方々と、こうしたざっくばらんな形でつながることが出来たという事です。シルバー会は、会員数も多く、なん

といってもスウェーデン市から多額の支援金が出ているという理由もあり、多様で活発な活動が常に報告

されています。今回私は、講演を持った翌日、会長や理事の方々と一日過ごす機会に恵まれ、シルバー

会の事情や運営の機微を教えていただきました。デンマークでは福祉事情も国民性も違い、支援金を少

し得るだけでも大変ですが、今回の訪問で、私たちクラブジャパンとしても、真似してみたい、試してみたい

と思うアイデアをたくさんいただいた気がします。また、既ににふれましたが、今回のストックホルムでの講座

開催の前後は、ドイツのＤｅ-ｊａｋ友の会の責任者の方々に非常にお世話になると共に、こうして日

本人高齢者支援の活動の輪が北欧で広がり、ヨーロッパ全体の広がりにも貢献していることへの喜びと

励ましのメッセージもいただき、嬉しい限りでした。 

 

今後も、クラブジャパンは「認知症サポーターキャラバン」の北欧拠点として、各地での「認知症サポーター

講座」開催と、それに伴う認知症サポーターの増加に寄与したいと考えています。デンマーク国内で講座

をうけ、「認知症サポーター」になった方は未だ３０名あまり。キャラバンの存在も十分に知られていないの

が実情です。「認知症サポーターキャラバン」の考え方と手法は日本国内で成果を生んだだけでなくヨー

ロッパでも大きな評価を得ており、イギリス、フランスが模倣したのに続き、ドイツでも似た制度が取り入れ

られようとしています。今後もデンマークではクラブジャパンが先導して、グループの大小、地域、年齢層を

問わず（小中学生むけ講座も可能です）、認知症サポーター講座に興味を持たれた日本人グループ

のところに出向き、一人でも多くのサポーターをこの北欧の地で養成したいと考えています。ご興味のある

方、開催先に心当たりのある方は、ぜひご一報ください。 

                                                       

＊これから＊ 

ゆり子.T  

ホームページ: www.klubjapan.dk 

Klub Japan では随時 会員を募集しています。  電話: +45 22 59 66 61 

メール : klubjapan@gmail.com 

Klub Japan 会員だより・5  04/10-2015 



Klub Japanでの活動に関するアンケート依頼 

デンマークで暮らしていくなかで、小さい子供を持つ日本人家族にとって、日常にはお爺ちゃん、お婆ちゃんの年

齢層の人たちとの日本語の交流が少ないので、「子供達との交流」をKlub Japanの活動の中に取り入れて行く

事が出来ればと考えてこのアンケートを作成しました。  

デンマークで暮らす子供達にとって、普段の生活の中で日本語を使って交流出来る機会は限られてしまってい

ます。そこで、Klub Japanの会員の方々とお話ししたり、一緒に活動したりする中で、日本語のみを使い、普段

の生活では学べないことがたくさん学べるのではないかと考えました。 

 そして経験豊富な会員の方々から、日本の昔の遊びや折り紙など、色々教えて頂けることがあると思います。そ

れと同時に元気な子供たちと関わりを持つことによって、元気な子供たちからパワーをもらい、たくさんの笑いが生ま

れ、楽しい交流の時間が生まれるのではないかと期待しています。 

この交流は両者にとって有益になるものと信じて、提案させて頂きました。アンケートにご協力頂き、みなさまの

率直なご意見をお聞かせください。ご意見をもとに、今後Klub Japanの活動として、世代を超えた交流を取り入

れることが出来るのか、参考にさせて頂きたいと思います。どうぞ、よろしくお願い致します。 

                                                     

Klub Japanでの活動に関するアンケート 

◎以下の質問で、当てはまる項目に丸をつけてください。 

年齢についてお伺いします。 

30歳代  b) 40歳代 c) 50歳代 d) 60歳代 e) 70歳代 f) 80歳代 g) 90歳代 
 

Klub Japanの活動の一つとして、子供との交流に興味がありますか。 

（※子供の年齢は幼稚園児～小学生・中学生位までを想定しています。） 

a) 大変興味がある。 

b) まあまあ興味がある。  

c) あまり興味がない。 

d) 全く興味がない。 



◎以下の質問は、質問２．でa), b) と答えられた方のみお答えください。～ 

具体的にどんなことが考えられますか。当てはまるものすべてに丸をつけてください。 

a) 一緒に歌を歌う。  

b) 一緒におしゃべりをする。  

c) 一緒に折り紙、お手玉、かるたなどの遊びする。 

d) 一緒に軽い運動をしたりするレクリエーションをする。 

e) その他  

※他に何か子供たちと一緒に楽しめるアイディアがございましたら、下記に書いてください。 

 

 

頻度・時間はどの位が適当だと思われますか。 

頻度： a) 月一回定期的に集まって活動。 b) Klub Japanの集いがある時のみ活動。 

時間： a) 30分程度   b) 1時間程度 c) 1時間半程度   d) 2時間程度 

 

アンケートにご協力ありがとうございました。頂いたご意見をもとに、今後の活動の参考にさせて頂きます。 

Klub Japan会員 武藤アスモンド崇子 

  


